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１．研究の目的 
本研究では、非定常通風環境に適応可能な多分割型人体温熱生理モデルを開発することを目

的とする。通風環境は不均一であるため、人体の部位ごとの評価が可能な Stolwijk の 25 node 
モデルを参考にする。 
また、自然通風環境を再現したアクティブ制御マルティファン人工気候室（以下、人工気候

室）で主観申告実験を行い、筆者らが定式化した気持ちよさ評価モデルを検証する。自然通風
環境における気持ちよさの発生メカニズムを明らかにすることを目的とする。 
平成 27 年度の研究においては、人体温熱生理モデルの基礎的なモデルで 2 node モデルにお

ける発汗蒸発モデルの検証を行う。 
 
２．研究の方法 
東京工芸大学所有の通風型人工気候室における発汗サーマルマネキンの実験から、発汗･蒸発

モデルの検討および皮膚温の予測精度検証を行う。発汗サーマルマネキンの周辺環境をステッ
プ的に変化させた非定常通風環境における条件で実験を行い、多分割型人体温熱生理モデルに
おける発汗・蒸発モデルの精度検証用データを取得する。 
 
３．研究成果 
通風環境における 2 node モデルの発汗モ

デルおよび新たな発汗･蒸発モデルを検証
するために、通風型人工気候室を用いて非
定常状態における発汗サーマルマネキンに
よる実験を行った。実験条件は、気温 32 度
一定で、風速を 0.1m/s からステップ的に
2.0m/s に変化させた。 

図 1 に既往のモデルと提案するモデルに
よる体重の計算結果の比較を示す。提案す
るモデルでは、風速のステップ変化直後の、
急激な皮膚に残った汗の蒸発を再現できて 
いる。しかし、拡張型 2 node モデルが定常状態となった以降も実験値は体重が減少し続けて
いる。 
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